
 

台風と防災①（P56〜60）   名前【           】 

 

１ 夏から秋にかけて、台風が日本に近づいたり、上陸したりすることがあります。

台風について知っていることをイメージマップに書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 台風が近づくと、天気はどのように変わるのか調べる計画を立てよう。教科書

を読みながら、（   ）に当てはまる言葉を書きましょう。 

 ・春のころと同じように、（      ）や（       ）の情報から調べることができる。 

 ・（         ）やテレビなどで気象情報を集め比べる。 

 ・予報円の動きで、台風の進路を予想することができる。 

 ・アメダスには、降水量以外にも矢印や色で、風向や（         ）のデータも入っている。 

すでに、今年も５月12日

に台風１号が発生してい

るのだよ！ 

 

台風 



３ 教科書P60の資料から、８月８日〜11日の台風が近づいた時の天気の変化を

読み取りましょう。（   ）に当てはまる言葉を書きましょう。 

 結 果 資料から読み取れること 

 ・８日は、台風は（   ）の海の上にある。雨はまだ、弱い。 

 ・９日は、台風が（   ）の方に動いている。雨量の多い区域が広くなった。 

 ・10日は、台風の目がなくなった。さらに（   ）の方に動いた。 

 ・11日は、台風の形はなくなり、雨も弱くなった。 

 考 察 結果から考えたこと 

 ・台風の雲は、時間がたつと（   ）の方へ動いていった。 

 ・雨が降っている地域は、（      ）の動きに合わせて移動している。 

 ・台風の中心に近い場所ほど、（   ）や（   ）が強い。 

 ・台風がすぎさった後は、（     ）ことが多い。 

 

４ 「台風が近づくと天気はどのように変わっていく」と言えますか。２ ３を振

り返りながら、自分の言葉で結論を書いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

困ったら、

P60を写して

もよいです。 



 

台風と防災②（P61〜65）   名前【           】 

 

１ 教科書 P61〜63 をよく読みましょう。台風と防災について、正しい文には◯、

まちがっている文には×をつけましょう。 

 

 ①（   ）台風の強い風によって木や電柱がたおれることがある。 

 ②（   ）台風の大雨によって川がはんらんして、こう水が起きることがある。 

 ③（   ）台風の大雨で、土砂くずれが起こることは絶対にない。 

 ④（   ）台風の災害から身を守るために、ふだんから準備しておくことが大切である。 

 ⑤（   ）教科書のタイムラインと同じように墨田区にも防災行動計画がある。 

 ⑥（   ）台風と同じ強さの雨や風を体験できる施設はない。 

 ⑦（   ）沖縄の家は、強い風にたえられるように、家の周りを石垣で囲んでいる。 

 ⑧（   ）台風の大雨は、私たちの生活に何の役にも立たない。 

 ⑨（   ）台風によって水不足が解消したことがある。 

 ⑩（   ）台風の情報を集めるためには、台風が近づいたら実際に外に出て、 

       雨や風の様子を見ることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

これから、台風の季節をむかえます。 

台風について学んだことを生活に生かしてください。 

 



２ 教科書P 60 確かめよう に取り組み、答えを書きましょう。 

 ❶ 台風は                               

                                     

                                     

 

 ❷ 台風が近づくと                               

                                     

 

３ 教科書P 60 学んだことを生かそう  に取り組み、答えを書きましょう。 

 ❶ 

 

日本は台風の被害を受けやすい島国です。 

近年は、大型の台風が日本に接近したり上陸したりする

ことが多いです。昨年（2019年）は、年間で29個の台

風が発生しました。４年生でお世話になった、君津亀山少

年自然の家も大きな被害にあいましたね。自分にできるこ

とを考えておきましょう。 


